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SCCToolKit は単なるソフト
ウエアの部品ではなく、これ
を活用した医療・ヘルスケア
産業への企業・ソフトハウス
などの参入を促す活動を目指
しています。さらに、産総研
のもつさまざまな技術シーズ、
医薬品・医療機器等法（旧薬
事法）に関するノウハウ、そ
して医療機関との医工連携を
駆使して、ソフトウエアを含
む医療機器などの研究開発・
評価・実用化を支援します。

変更などの操作はスマートフォンなどから行い
ます。

この開発キットを使うと、手術手技訓練シス
テム、内視鏡画像の立体視の補正を行う内視鏡
映像プロセッサなど医用画像を応用したさまざ
まなシステムが、汎用のPCとソフトウエアの
組み合わせで実現できます。

これらの例ではハードウエアの購入コストを
最大でこれまでの約1/10に削減できました（図2）。
内視鏡映像プロセッサの例では、HDTV映像の
取込みから画像処理、表示までの遅れ時間が0.1
秒程度と、専用ハードウエアを使用した既製品
と同等の性能を達成しました。その主要因は
PCの性能向上ですが、専用ハードウエアの性
能が汎用・安価なPCで達成できたことは、コ
ストや開発期間の点で大きなアドバンテージと
なると予想されます。今までは医療の分野に参
入できなかった小規模なソフトハウスなどに、
参入機会が拡大できると考えています。

今後の予定
私たちは、SCCToolKitをラピッドプロトタ

イピングのツールとする医工連携を提案してい
ます。ソフトウエアが法規制の対象になること
への対応も含めて、医療機器開発ガイドライン
などと連動した医工連携を展開します。

医療機器用のソフトウエア開発キットを公開
先端研究成果の迅速な臨床実用化を支援

医療機器ソフトウエアに関する法改正
2013年11月に薬事法が改正され、「医薬品、

医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等
に関する法律」（医薬品・医療機器等法）となり
ました。その中で、ソフトウエア単体を同法規
制下の医療機器として流通させることがついに
認められました。スマートフォンやパーソナル
コンピュータ（PC）上で動作するソフトウエア
のダウンロード販売など、新しいビジネスモデ
ルの登場が期待されています。

SCCToolKitとSCC活動
そこで私たちは、内視鏡画像処理などのソ

フトウエアを開発するための、ソフトウエア
開発キットSCCToolKitを無償公開しました。
SCCToolKitはソフトウエアの「部品」（ライブ
ラリ）とサンプルアプリを含んでいます。ま
た、それに併せて、ソフトウエア中心の医療
機器の研究開発を支援する活動SCC（Small 
Computings for Clinicals）を展開しています

（http://scc.pj.aist.go.jp）。
現在のSCCToolKitの主な機能は、1）HDTV

映像やUSB接続カメラなどからの映像の取り
込み、2）各種の画像処理（既存の画像処理パッ
ケージを使用）です（図1）。またキーボードやマ
ウス操作を要する設計を禁止しています。設定

図 1　ソフトウエア開発
キ ッ ト SCCToolKit を
用いたシステム構成例

図 2　SCCToolKit によるコスト削減
当所にて構築した遠隔手術手技指導システム（左）
のカメラ数などを制限した SCC アプリ版（右）は、
機器コストが 1/10 程度となった。
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